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§１．研究成果の概要 

 

本研究は、データ駆動型スパースセンシング開発および航空宇宙分野への展開によって、複雑場

の高速・高精度な再構成と不具合事象の事前検知を実現し、航空宇宙機の信頼性向上を目指し

ている。 

本年度は、データ駆動型スパースセンサ最適化手法の開発とロケット周りの流れ場取得のために

風洞試験を行った。スパースセンサ位置最適化アルゴリズムは実験計画法における、D-最適計画

法に基づいた貪欲法、および、従来のセンサ最適化位置最適化手法を多成分拡張した場合の貪

欲法を Matlab でコーディングした。開発したアルゴリズムをランダムデータセット、および、アメリカ

海洋大気庁（NOAA）が提供する海面温度分布／氷濃度データおよび翼周りの流速分布データ

への適用し、計算時間および再構成誤差を比較することで性能を評価し、すでに論文 2 報出版済

みである。ロケット周りの流れ場取得のための風洞試験では、JAXA 宇宙科学研究所の遷音速風

洞でロケット模型を用いて、遷音速域で風洞試験を実施した。シュリーレン計測などの光学計測法

を用いて不具合事象の事前検知に向けての教師データを取得した。 
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